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ろ過水
か すい

膜
モ
ジ
ュ
ー
ル

ま
く膜

モ
ジ
ュ
ー
ル

ま
く

水道水ができるまで水道水ができるまで
すい    どう     すいすい    どう     すい

原水
げんすい

水道水
すい  どう  すい

ウイルス 濁りの粒原水

（病気の元になる）

細菌
さい  きん

にご つぶ
げん  すい

びょうき もと

ろ過水
か  すい

1.3㎜

（
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）

直径0.01μm（マイクロメートル）
ちょっけい

ろ過膜
か  まく

塩素消毒
えん   そ  しょう  どく

　全
ぜんこく

国の水
すいどうじぎょう

道事業の数
かず

は令
れい

和
わ

4 年
ねん

度
ど

末
まつ

で 11,936 あります。これらの水
すいどう

道の水
すいげん

源の多
おお

くは、ダムの

水
みず

で、その次
つぎ

に多
おお

いのは河
か

川
せん

の水
みず

です。また、水
みず

をきれいにする方
ほうほう

法は、急
きゅうそく

速ろ過
か

、緩
かんそく

速ろ過
か

、膜
まく

ろ過
か

、消
しょうどく

毒のみの４つがあります

が、どの方
ほうほう

法でも塩
えん

素
そ

で消
しょうどく

毒を

行
おこな

うことが法
ほうりつ

律で決
き

められていま

す。

　なお、鳥
とっとり

取市
し

で最
もっと

も大
おお

きい浄
じょう

水
すいじょう

場である江
こうざん

山浄
じょうすいじょう

水場は、千
せんだい

代

川
がわ

の伏
ふくりゅうすい

流水を膜
まく

ろ過
か

できれいに

しています。

水
すいげん

源の種
しゅるい

類と水
みず

をきれいにする方
ほうほう

法コラム

■急
きゅう

速
そく

ろ過
か

法
ほう

・ろ過
か

の仕
し

組
く

み
　①原

げん

水
すい

に汚
よご

れを固
かた

まりにするための薬
やく

品
ひん

（凝
ぎょう

集
しゅう

剤
ざい

）を加
くわ

えて混
ま

ぜます。

　②薬
やく

品
ひん

によって固
かた

まりになった濁
にご

りは沈
しず

んで取
と

り除
のぞ

かれます。

　③砂
すな

の層
そう

を通
とお

し、細
こま

かいゴミや細
さい

菌
きん

を取
と

り除
のぞ

きます。

■緩
かん

速
そく

ろ過
か

法
ほう

・ろ過
か

の仕
し

組
く

み
　①緩

かん

速
そく

ろ過
か

池
ち

に原
げん

水
すい

を通
とお

していくと、砂
すな

の

　　層
そう

の上
うえ

に藻
そう

類
るい

・微
び

生
せい

物
ぶつ

などの生
せい

態
たい

系
けい

であ

　　る、厚
あつ

さ数
すう

ミリの生
せい

物
ぶつ

ろ過
か

膜
まく

が自
し

然
ぜん

に作
つく

　　られます。

　②この膜
まく

を通
つう

過
か

するときの微
び

生
せい

物
ぶつ

の働
はたら

きと

　　砂
すな

の層
そう

を通
とお

すことで水
みず

をきれいにします。

原水
げんすい

塩素消毒

水道水

えん   そ  しょう  どく

すい   どう  すい

ろ過水
か すい

■水
みず

の浄
じょう

水
すい

方
ほう

法
ほう

　市
し

内
ない

には、たくさんの水
すい

源
げん

があります。水
すい

源
げん

で集
あつ

められた天
てん

然
ねん

の水
みず

（原
げん

水
すい

）は、それぞれの水
すい

源
げん

に適
てき

した

方
ほう

法
ほう

で処
しょ

理
り

されて水
すい

道
どう

水
すい

になります。原
げん

水
すい

を水
すい

道
どう

水
すい

にすることを浄
じょう

水
すい

といい、それを行
おこな

う施
し

設
せつ

を浄
じょう

水
すい

場
じょう

とい

います。

　鳥
とっ

取
とり

市
し

の浄
じょう

水
すい

方
ほう

法
ほう

には、ろ過
か

を行
おこな

ってから消
しょう

毒
どく

のための塩
えん

素
そ

を加
くわ

える方
ほう

法
ほう

と、ろ過
か

の必
ひつ

要
よう

がなく塩
えん

素
そ

を加
くわ

えるのみの方
ほう

法
ほう

の２つがあります。また、ろ過
か

には「膜
まく

ろ過
か

法
ほう

」「急
きゅう

速
そく

ろ過
か

法
ほう

」「緩
かん

速
そく

ろ過
か

法
ほう

」の３つの方
ほう

法
ほう

があります。

【市
し

内
ない

76 カ所
しょ

の浄
じょう

水
すい

場
じょう

の処
しょ

理
り

内
うち

訳
わけ

】膜
まく

ろ過
か

法
ほう

…… 7 カ所
しょ

　急
きゅう

速
そく

ろ過
か

法
ほう

…10 カ所
しょ

　　　　　　　　　　　　　　　　 緩
かん

速
そく

ろ過
か

法
ほう

…４カ所
しょ

　ろ過
か

なし……55 カ所
しょ

・ろ過
か

の仕
し

組
く

み
　�　細

ほそ

くて、ストロー形
けい

状
じょう

の中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

が持
も

つ無
む

数
すう

の小
ちい

さな穴
あな

で汚
よご

れを取
と

り除
のぞ

きます。中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

を数
すう

千
せん

本
ほん

セット

した円
えん

筒
とう

の容
よう

器
き

を膜
まく

モジュールといいます。圧
あつ

力
りょく

を掛
か

けて膜
まく

モジュールに原
げん

水
すい

を流
なが

し込
こ

みます。中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

の穴
あな

より大
おお

きな汚
よご

れは取
と

り除
のぞ

かれます。

・江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

は膜
まく

ろ過
か

法
ほう

を採
さいよう

用しています。

■膜
まく

ろ過
か

法
ほう

中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

　膜
まく

ろ過
か

法
ほう

を採
さい

用
よう

している江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

の長
なが

さ１.7 ｍの膜
まく

モジュールには、直
ちょっ

径
けい

1.3㎜、側
そく

面
めん

に 0.01μｍ（マイク
ロメートル）のろ過

か

の穴
あな

がある中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

が約
やく

22,000 本
ほん

入
はい

っています。１μｍは１㎜の 1,000 分
ぶん

の１なので、とて
も小

ちい

さな汚
よご

れを取
と

り除
のぞ

くことができます。

膜
まく

モジュールのカットモデル…この中
なか

に入
はい

っているたくさんの中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

1 本
ぽん

1 本
ぽん

に原
げんすい

水を流
なが

し込
こ

みます。

膜
まく

モジュールに原
げんすい

水を通
とお

します。

①薬
やくひん

品（凝
ぎょうしゅうざい

集剤）を加
くわ

えて混
ま

ぜます。

原水
げんすい

塩素消毒

水道水

えん   そ  しょう どく

すい  どう  すい

ろ過水
か すい

③砂
すな

の層
そう

を通
とお

します。

②固
かた

まりになった濁
にご

りは沈
しず

みます。

①砂
すな

の層
そう

の上
うえ

に生
せいぶつ

物ろ過
か

膜
まく

が作
つく

られます。

②生
せい

物
ぶつ

ろ過
か

膜
まく

と砂
すな

の層
そう

を通
とお

します。

水
すいげん
源の種

しゅるい

類 水
みず

をきれいにする方
ほうほうべつ

法別の浄
じょうすいりょう

水量

湖
こしょうすい

沼水
1.4%
2.1億

おく

㎥

伏
ふくりゅうすい

流水
3.3%
5.0億

おく

㎥ 年
ねんかんしゅすいりょう
間取水量

152.0 億
おく

㎥

浄
じょうすいりょう
水量合

ごうけい
計

148.09 億
おく

㎥

（令
れい

和
わ

7 年
ねん

3月
がつ

31日
にち

 現
げんざい

在）

その他
た

2.8%
4.3億

おく

㎥ 

井
い

戸
ど

水
みず

18.9%
28.7億

おく

㎥ 

河
か

川
せんすい

水
25.0%
38.0億

おく

㎥ 

ダム
48.6%
73.9億

おく

㎥

消
しょうどく

毒のみ
16.6%

膜
まく

ろ過
か

 2.8%

緩
かんそく

速ろ過
か

 
3.2%

高
こうど
度浄

じょうすい
水処

しょり
理合

ごうけい
計

65.37 億
おく

㎥ 急
きゅうそく

速ろ過
か

 
77.4%

出
しゅってん

典：みんなの水
すいどう

道 2025（公
こうえき

益社
しゃだん

団法
ほうじん

人　日
にほん

本水
すいどうきょうかい

道協会）
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水
すいげん

源地
ち

から 配
はいすい

水池
ち

へ

江
こう

山
ざん

浄
じょうすいじょう

水場

水ず
み

の
流が
な

れ

水ず
み

の
流が
な

れ

膜
まく

ろ過
か

原
げんすい

水中
ちゅう

の汚
よご

れ（微
び

粒
りゅう

子
し

など）を取
と

り除
のぞ

く

消
しょうどく

毒
飲
の

んでも安
あんぜん

全な
水
みず

にする

p
ピーエイチ

Ｈ調
ちょうせい

整

水
みず

の性
せいしつ

質を変
か

える

取水
しゅ すい

 ➡ 導水
どう すい

 ➡ 浄水
じょうすい

 ➡ 送水
そうすい

 ➡ 配水
はいすい

 

水
すいげ ん

源地
ち

配
はい

水
すい

池
ち

集
しゅう

水
すい

管
かん

集
しゅう

水
すい

管
かん

千
せん

代
だい

川
がわ

向
むこう

国
くに

安
やす

水
すい

源
げん

地
ち ●

➡水
みず

の流
なが

れ

江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

配
はい

水
すい

池
ち

配
はい

水
すい

池
ち

膜
まく

モジュール

原
げんすい

水

ろ過
か

水
すい

水道水ができるまで（江山浄水場を例にして説明します。）水道水ができるまで（江山浄水場を例にして説明します。）
すい　　どう　すいすい　　どう　すい こう　ざん　じょう　すい  じょうこう　ざん　じょう　すい  じょう れいれい せつ　めいせつ　めい

中
ちゅうくう  し  まく

空糸膜

原
げんすい

水

×約22,000本
ほんやく

ろ過
か

水
すい

ろ過
か

水
すい

叶
かのう

1 2 3 4 5

1

1

2
3

4

5

2
3

1

5

4

2

江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

には、市
し

内
ない

にある水
すい

道
どう

施
し

設
せつ

の状
じょうたい

態が表
ひょうじ

示
できるコンピューターなどを備

そな

えており、この設
せつ

備
び

を
職
しょく

員
いん

が 24 時
じ

間
かん

体
たい

制
せい

で監
かん

視
し

しています。
水
すい

道
どう

の施
し

設
せつ

は電
でん

気
き

の力
ちから

で動
うご

いています。停
てい

電
でん

になっ
た場

ば

合
あい

でも施
し

設
せつ

が止
と

まらないようにするために、江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

などの施
し

設
せつ

には自
じ

家
か

用
よう

発
はつ

電
でん

機
き

を備
そな

えています。

　ろ過
か

で汚
よご

れを取
と

り除
のぞ

いた水
みず

に、次は消
しょう

毒
どく

のために次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ソーダ（塩
えん

素
そ

）を入
い

れます。
また、千

せん

代
だい

川
がわ

から集
あつ

められた原
げん

水
すい

は弱
じゃく

酸
さん

性
せい

で、鉄
てつ

で
できている水

すい

道
どう

管
かん

をさびさせたり、配
はい

水
すい

池
ち

の内
うち

側
がわ

のコ
ンクリートを溶

と

かしたりします。このため、アルカリ
性
せい

のカセイソーダを加
くわ

えて p
ピー

H
エイチ

調
ちょう

整
せい

を行
おこな

います。

膜
まく

モジュールには、中
なか

が空
くうどう

洞になっ
ている糸

いと

状
じょう

の膜
まく

（中
ちゅう

空
くう

糸
し

膜
まく

：直
ちょっけい

径
約
やく

1.3mm）が約
やく

2 万
まん

2,000 本
ほん

入
はい

っています。

いつでも水
すい

道
どう

が使
つか

えるように　

江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

は 1 日
にち

に最
さい

大
だい

80,000ｍ3

の水
すい

道
どう

水
すい

を作
つく

ることができます。

　 配
は い

水
す い

：各
か く

家
か

庭
て い

に水
す い ど う す い

道水を届
と ど

ける

　 導
ど う

水
す い

：取
し ゅ す い

水した水
み ず

を浄
じょうすいじょう

水場に送
お く

る

　 取
し ゅ

水
す い

：水
み ず

を集
あ つ

める

　 送
そ う す い

水：配
は い す い

水池
ち

に水
す い ど う す い

道水を送
お く

る

下
しも

味
あじ

野
の

配
はい

水
すい

池
ち

向
むこう

国
くに

安
やす

水
すい

源
げん

地
ち

叶
かのう

水
すい

源
げん

地
ち

江
こうざん

山浄
じょう

水
すい

場
じょう

では、原
げん

水
すい

（千
せん

代
だい

川
がわ

から取
しゅ

水
すい

した水
みず

）を

「膜
まく

ろ過
か

」という方
ほう

法
ほう

で、きれいにしています。

高
たか

台
だい

にある配
はい

水
すい

池
ち

に蓄
たくわ

えられた水
みず

を、道
どう

路
ろ

の下
した

に埋
う

めてある水
すい

道
どう

管
かん

を通
とお

して家
か

庭
てい

や学
がっ

校
こう

に届
とど

けます。
　このとき配

はい

水
すい

池
ち

から高
こう

低
てい

差
さ

による自
し

然
ぜん

の圧
あつ

力
りょく

を利
り

用
よう

して水
みず

を送
おく

ります。
※配

はい

水
すい

池
ち

は、江
こうざん

山浄
じょうすい

水場
じょう

の給
きゅうすい

水区
く

域
いき

に25か所
しょ

あります。

浄
じょう

水
すい

処
しょ

理
り

され、飲
の

んでも安
あんぜん

全な水
すいどうすい

道水になった水
みず

は、浄
じょうすいじょうない

水場内の浄
じょうすい

水池
ち

に一
いったん

旦蓄
たくわ

えられ、配
はいすい

水池
ち

に送
おく

られます。

叶
かのう

水
すい

源
げん

地
ち

から送
おく

られてきた水
みず

と向
むこう

国
くに

安
やす

水
すい

源
げん

地
ち

で

取
しゅすい

水した水
みず

を、 江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

に送
おく

ります。

施施
しし

設設
せつせつ

内内
ないない

のの導導
どうすいどうすい

水水ポンプポンプ

江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

の給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

の水
すい

源
げん

地
ち

は、叶
かのう

水
すい

源
げん

地
ち

と向
むこう

国
くに

安
やす

水
すい

源
げん

地
ち

があります。千
せん

代
だい

川
かわ

の川
かわ

底
ぞこ

から約
やく

3 ｍ下
した

の砂
じゃ

利
り

層
そう

を

流
なが

れている伏
ふく

流
りゅう

水
すい

（原
げんすい

水）を集
しゅう

水
すい

管
かん

という管
かん

で集
あつ

めます。

叶
かのう

水
すい

源
げん

地
ち

で取
しゅ

水
すい

した水
みず

を一
いっ

旦
たん

、向
むこう

国
くに

安
やす

水
すい

源
げん

地
ち

に送
おく

ります。

集
しゅう

水
すい

管
かん

の実
じつ

物
ぶつ

大
だい

模
も

型
けい

集
しゅう

水
すい

管
かん

改
かい

修
しゅう

工
こう

事
じ

（平
へいせい

成 4 〜 8 年
ねん

度
ど

）

（江
こうざん

山浄
じょうすいじょう

水場展
てん

示
じ

）

●集
しゅう

水
すい

管
かん

（2 本
ほん

）

内
ないけい

径1ｍ　長
なが

さ230ｍ

内
ないけい

径1ｍ　長
なが

さ300ｍ

●集
しゅう

水
すい

管
かん

内
ないけい

径1.2ｍ　長
なが

さ320ｍ

●立
たて

形
がた

集
しゅう

水
すい

井
せい

内
ないけい

径6ｍ

　（突
とっしゅつかん

出管　長
なが

さ15ｍ　20本
ほん

）

コラム

江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

中
ちゅう

央
おう

監
かん

視
し

室
しつ

　 浄
じょう

水
す い

：飲
の

んでも安
あ ん

全
ぜ ん

な水
み ず

にする
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53

53

29

9

面影配水池
おもかげはいすい  ち

千代川
せんだいがわ

上町配水池
うえまちはいすい  ち

庁ポンプ場大桷ポンプ場
ちょう じょうだいかく じょう

江山浄水場
こうざんじょうすいじょう

江山浄水場給水区域図江山浄水場給水区域図
こう　  ざん　じょう　 すい　じょう　きゅう　すい　　く　　いき　　ずこう　  ざん　じょう　 すい　じょう　きゅう　すい　　く　　いき　　ず

水道管工事の様子
すいどうかんこうじ よう す

　江
こう

山
ざん

浄
じょうすいじょう

水場給
きゅう

水
すい

区
く

域
いき

の水
すい

道
どう

は千
せん

代
だい

川
がわ

の伏
ふく

流
りゅう

水
すい

を
水
すい

源
げん

とし、川
かわ

底
ぞこ

から約
やく

3m下
した

に埋
う

めてある集
しゅう

水
すい

管
かん

で
取
しゅ

水
すい

しています。取
しゅ

水
すい

した水
みず

には、膜
まく

ろ過
か

で汚
よご

れの
除
じょ

去
きょ

、次
じ

亜
あ

塩
えん

素
そ

酸
さん

ソーダを加
くわ

えて消
しょう

毒
どく

、カセイソー
ダを加

くわ

えて p
ピーエイチ

H 調
ちょう

整
せい

という 3 つの処
しょ

理
り

を江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

で行
おこな

います。
　処

しょ

理
り

された水
みず

は、高
こう

低
てい

差
さ

による自
し

然
ぜん

の圧
あつ

力
りょく

で江
こう

山
ざん

浄
じょう

水
すい

場
じょう

から高
たか

台
だい

にある配
はい

水
すい

池
ち

へ送
おく

られます。高
こう

低
てい

差
さ

だけで水
みず

を送
おく

ることができない配
はい

水
すい

池
ち

には、 途
と

中
ちゅう

に
ポンプ場

じょう

を設
もう

けて、 水
みず

を送
おく

っています。
　配

はい

水
すい

池
ち

からは、高
こう

低
てい

差
さ

による自
し

然
ぜん

の圧
あつ

力
りょく

で、道
どう

路
ろ

の下
した

に埋
う

めてある水
すい

道
どう

管
かん

を通
とお

して各
かく

家
か

庭
てい

に水
みず

を届
とど

けます。

1日最大
浄水能力

いちにちさいだい

じょうすいのうりょく

水源

千代川の
伏流水

せんだいがわ

ふくりゅうすい

すいげん

　皆
みな

さんの所
ところ

に水
すい

道
どう

水
すい

を届
とど

けるため、鳥
とっ

取
とり

市
し

内
ない

の地
じ

面
めん

の下
した

には、水
すい

道
どう

管
かん

が網
あみ

の目
め

のように張
は

り巡
めぐ

らされています。その長
なが

さは合
あ

わせて約
やく

1,770㎞。鉄
てつ

道
どう

の線
せん

路
ろ

に
置

お

き換
か

えると、鳥
とっ

取
とり

駅
えき

を出
しゅっぱつ

発して、北
ほっ

海
かい

道
どう

の函
はこ

館
だて

駅
えき

辺
あた

りまでの距
きょ

離
り

になります。

　古
ふる

くなった水
すい

道
どう

管
かん

は水
みず

漏
も

れをするおそれ

が高
たか

くなるため、計
けい

画
かく

的
てき

に新
あたら

しい水
すい

道
どう

管
かん

に

取
と

り替
か

える工
こう

事
じ

をしているよ。

　色
いろいろ

々な施
しせつ

設を通
とお

って、みんなのもとに水
みず

が届
とど

いているんだね。
　千

せんだいがわ

代川で水
みず

を取
と

ってから江
こうざん

山浄
じょうすいじょう

水場で飲
の

める
水
みず

になるまでにかかる時
じかん

間は約
やく

50 分
ふん

らしいよ。

1,770km

有効容量
ゆうこうようりょう

有効容量
ゆうこうようりょう

3,700㎥

32㎥

有効容量
ゆうこうようりょう

有効容量
ゆうこうようりょう

10,000㎥

4,000㎥

80,000㎥

鳥取

令
れい

和
わ

7 年
ねん

3 月
がつ

31 日
にち

 現
げんざい

在

鳥
とっとりさきゅう

取砂丘

湖
こ

山
やまいけ

池

鳥
とっとりさきゅう

取砂丘コナン空
くうこう

港

鳥
とっとりえき

取駅

津
つ

ノ井
い

駅
えき

湖
こ

山
やま

駅
えき

宝
ほう

木
ぎ

駅
えき

末
すえつね

恒駅
えき

浜
はまむら

村駅
えき

鳥
とっとり

取大
だいがくまえ

学前駅
えき

河
かわはら

原 I.C

鳥
とっとり

取 I.C

鳥
とっとり

取西
にし

I.C

吉
よしおかおんせん

岡温泉 I.C
瑞
みず

穂
ほ

宝
ほう

木
ぎ

I.C

湯
ゆ

山
やまはいすい

配水池
ち

湯
ゆところはいすいち

所配水池

中
なかのごうはいすいち

ノ郷配水池

円
えん

護
ご

寺
じ

配
はいすいち

水池

小
こ

西
ざ

谷
い

配
はいすいち

水池

上
うえまち

町配
はいすいち

水池

面
おもかげ

影高
こう

地
ち

区
く

配
はいすいち

水池

面
おもかげ

影配
はいすいち

水池

広
ひろ

西
せ

配
はいすいち

水池

若
わかばだい

葉台配
はいすいち

水池

米
よねさと

里配
はいすいち

水池

下
しもあじ

味野
の

配
はいすいち

水池

桂
かつらみ

見配
はいすいち

水池

吉
よしおか

岡配
はいすいち

水池

末
すえつね

恒配
はいすいち

水池

末
すえつね

恒高
こう

地
ち

区
く

配
はいすいち

水池

徳
とくのお

尾配
はいすいち

水池

猪
いの

子
こ

配
はいすいち

水池

山
やま

手
て

配
はいすいち

水池

片
かたやま

山配
はいすいち

水池

向向
むこうくにやすすいげんちむこうくにやすすいげんち

国安水源地国安水源地

叶叶
かのうかのう

水水
すいげんちすいげんち

源地源地

丸
まるやま

山ポンプ場
じょう

湯
ゆところ

所ポンプ場
じょう

小小
ここ

西西
ざざ

谷谷
いい

ポンプポンプ場場
じょうじょう

庁
ちょう

ポンプ場
じょう

下
しもあじ

味野
の

ポンプ場
じょう

下
しもあじ

味野
の

高
こう

地
ち

区
く

配
はいすい

水池
ち

末
すえつね

恒ポンプ場
じょう

大
だいかく

桷ポンプ場
じょう吉

よしおか

岡ポンプ場
じょう

若
わかばだい

葉台ポンプ場
じょう

片
かたやま

山ポンプ場
じょう

久久
ひさすえひさすえ

末末増増
ぞうあつぞうあつ

圧圧ポポンンププ場場
じょうじょう

猪
いのこいのこ

子増
ぞうあつぞうあつ

圧ポンプ場
じょうじょう

面
おもかげ

影ポンプ場
じょう

砂
さきゅうはいすいち

丘配水池
賀
か

露
ろ

配
はいすい

水池
ち

千せ
ん
だ
い
が
わ

代
川

江
こうざん

山浄
じょうすいじょう

水場

江
こうざん

山浄
じょうすい

水場
じょう

の給
きゅうすい

水エリア
浄
じょうすいじょう

水場
水
すいげん

源地
ち

配
はいすい

水池
ち

ポンプ場
じょう


